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研究成果の概要 

オーキシンの極性輸送は、体軸形成や環境に応じた成長方向の制御に関わるが、その輸送方

向は、細胞の特定部位に偏在するオーキシン排出担体 PINによって規定される。これまでに私

は、PINは、細胞膜の特定部位で流動しないよう固定されるという特異な局在様式を示すことを見

いだした。また、この際に PINは、多量体様のクラスターを形成することを見いだした。本研究で

は、PIN クラスターに注目することで、PINの局在化メカニズムおよびその進化過程の解明を目指

す。 

今年度は、根表皮細胞における細胞分裂時の PIN2の挙動を解析した。その結果、細胞分裂直

後までは、細胞板上の PIN2はクラスターを形成しないものの、その後しばらくすると、2つの娘細

胞で逆の応答をすることが明らかになった。具体的には、上側の細胞では PIN2はエンドサイトー

シスにより除去されるのに対して、下側の細胞では PIN2はクラスターを形成することが明らかにな

った。また、これらの応答に際しては、オーキシンの濃度勾配の制御下にあることが示唆された。 

私はまた、オーキシン極性輸送システムの進化過程を理解すべく、ゼニゴケ、ヒメツリガネゴケ、リ

チャードミズワラビを用いた解析を行った。その結果、オーキシン極性輸送に関わる PIN1 と VAN3

のホモログについては、ゼニゴケ変異体では両者は類似した表現型が現れるのに対し、ヒメツリガ

ネゴケでは、類似した表現型を示さないことが明らかになった。このことから、オーキシン輸送の制

御メカニズムは、ヒメツリガネゴケとゼニゴケでは異なる可能性が考えられた。なお、昨年度形質転

換系を確立したリチャードミズワラビについては、シロイヌナズナで利用されているオーキシンマー

カーとサイトカイニンマーカーの形質転換を行った。その結果、オーキシンマーカーの確立には至

らなかったものの、サイトカイニンマーカーを確立することに成功した。 
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